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　2005 年 6 月 27 日よ り 7 月 2 日まで ，新潟 市の 朱鷺 メ ッ セ にお いて ，生命の 起源お よ

び ア ス トロ バ イ オ ロ ジ ー に 関 す る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム （lnternational　 Symposium 　 on

Origins　Of 　Life　and 　Astrobiology； ISOLAB ’05）が 開催 され た。　 ISOLAB ‘05 は ，直前

に 北京で 開催 され た第 14 回生命の 起源 に関する 国際会議 （11th　ISSOL 　Meeting 　and 　14th
International　Conference　on 　the　Origin　of　Life；ISSOL

’05） の ポス トコ ン フ ァ レ ン ス

と して 企画 さ れ た も ので ， また ， 生命の 起原お よび進化学会の 第 30 回学術講演会を兼ね

た もの で ある 。

　2002 年 の ISSOL ’02 （Oaxaca，　 Mexico ）にお いて ，
　 ISSOL ‘05 が北京で 開催され る こ

とが決定 したお り，ISSOL の評議 員会か ら ， 日本 にお い てそ の バ ッ クア ッ プを計画 する

よ うに との要 請があ っ た 。 これ に応 じて ，ISSOL ‘05 の 直後にそ の ポス トコ ンフ ァ レン ス

を 日本で 開催すべ く，準備を始め た。また ， シ ンポジウム の 範囲は ，狭義 の 生命の 起源分

野 に限 らず ， ア ス トロ バ イ オ ロ ジ
ー

の 諸 テ
ー

マ も含める こ と に した。ア ス トロ バ イ オ ロ ジ
ー

は， 20 世紀末 に提 唱され た ，生 命の 起源 ・進化 ・分布 ・未来 を扱 う新 しい 学 際領 域で

ある 。 生命の 起原およ び進化学会の メ ンバ ーを中心 に
， 学会外 の ア ス トロ バ イオ ロ ジー

関

連研 究者 を加 えた組 織委員会 をつ く り，数度にわ た り新潟お よび東京で の 組織委 員会 を開

催 して ，シ ン ポジウム の ア ウ トライ ン を決定 した。そ の 結果 ， 生命の 起原お よびア ス トロ

バ イ オ ロ ジ
ー

の 主要テ
ー

マ を選び， この テ
ー

マ を も とに招待講演お よび一般講演 ・ボス タ
ーを配置する形 で行 う こ とに した。 シ ン ポジウムテ

ー
マ は ：

　　　 　 1。Chiral　Homogeneity 　and 　D −Amino 　Acids
　 　 　 　 2．Mars　and 　Titan
　 　 　 　 3．SETI 　and 　CivilizatiOn　of　Other　Planets

　　　 　4．　From 　Molecules　to　Life− Like　Systems 　and 　RNA 　World

　　　 　 5．Submarine 　Hydrothermal 　Systems

　 　 　 　 6．Life　under 　Extreme 　Environments
　 　 　 　 7．Chemical 　Evolution

　 　 　 　 8．Coevolution　of 　Earth　and 　Life

　　　 　 9．ExtrasOlar　Planetary　Systems

　　　 　 10．Complex 　Biotic　and 　Genetic　Systems
の 10 テ

ー
マ とした 。

　 大会は 6 月 27 日 （月）の 参加登録と ミキサ ーで ス タ
ー

トした 。 翌 28 日 （火）の朝 ， Prof，

Gyula　Palyiの Plenary　Lecture を皮切 りに ， 7 月 1 日 （金）まで の 4 日間の科学セ ッ シ

ョ ン が行わ れ た 。 Fig．1 はポ ス タ
ー

セ ッ シ ョ ンの ス ナ ッ プで ある 。 詳細 につ い て は ， 次

号 ， 各オーガナイ ザー に よる レポー
トが 予定 され て い るの で ，そ ち らを ご覧い ただきたい 。

　会期中の 6 月 30 日 （木）午後 に は，Excursionが催された。参加者は外 国か らの 参加

者 を中心 に 10 名余 りと少数で あ っ たが ，北方文化博物館や しろね大凧 と歴史 の 館な どを

巡 っ た が ，特 に後者で は実際 に凧 揚 げが体験 で き ，好 評で あ っ た （Fig．2）。 また ， 科学

セ ッ シ ョ ン終 了後 の 7 月 1 日 （金 ） の 夜， ホ テ ル 日航 新潟 に おい て ，Banquet が 開催 さ
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れ た。

　 7 月 2 日 （土） に は ，同じ朱鷺メ ッ セ にお い て 公 開講演会を 開催 した 。 松井孝典氏 （東

京大学）の 「地球の 普遍性 （生命 ， 文明）を宇宙に探る」，大島泰郎氏 （共和化工 ）の 「生

命科 学か らET を考 える 」 の 2 講 演が行 われた 。 さらに追加行事 と して ， 7 月 15 日 （金）

と 16 日 （土） に ， 新潟大 学にお い て ポス トシ ンポ ジウム 「宇宙お よ び地球上 にお け る生

命の 起原 と進化 」 も開催 された 。

　今回の シ ンポジ ウ ム は ， ISSOL に あわ せ て 開催時期を決定 した た め ，開催 日時や 予算

の 面で はい ろ い ろ と問題 が生 じた。 しか し ， 手弁当で働い て い ただい た多くの組織委員や

セ ッ シ ョ ン オ
ーガナイザー

の 方，ボランテ ィ ア の 方，招待講演 者の 方な どに助 け られ ，科

学的に は有意義で 成功で あっ た と思 う 。 また， 日本で の 生命の 起 源 とア ス トロバ イ オ ロ ジ
ー

関連の研究者が
一

同に集 まる機会がで き
，

こ の分野の 日本の，あ る い は欧米 との ネ ッ ト

ワ
ー

ク を作る よ い 契機と な っ た と考 え られ る。

Fig．2 エ クス カ
ー

シ ョ ン の ひ とこ ま
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